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サンプルプログラム作成手順書

顧客情報の登録、一覧検索の作成
初版：2005/05/27
1. はじめに

Accessはバージョン1.1の頃から仕事で使っているので、かれこれ6年（7年？）くらい使っています。クライアント・サーバのようなシステムにはAccessはちょっとむいていないですけど、Accessの良さを活かした作り方、使い方で快適にソフトを作ってます。VBやVC++、Delphiでもソフトを作ってるんですけど、１台でしか使わないのはAccessが多いですね。
「はじめに」の所に書くのはどうかと思ってんですけどAccessはバージョンが上がるたびに、動作が不安定になってる気がするのですけど…　どうなんでしょうね（－－：：。

だからいつまでもAccess97を使い続けている、時代にかなり取り残されている人間ですが、よろしくおねがいします。

サンプルプログラムはAccess97だと誰も見れないかもしれないので、Access2000で作ってます

(^―^;;
2. 概要
この手順書では、顧客情報の登録、一覧検索を行う画面の簡単な作り方を説明します。
顧客情報と書くと難しそうに見えますが、名前・住所・電話番号ぐらいの住所録程度に思っておいてください（＾―＾  
入力する項目が多いか少ないかぐらいの違いですので、作り方は項目が多くても少なくてもあまり変わりません。

【顧客の情報】
顧客の情報として、名前、住所、電話番号だけだと画面もさびしいので、もう入力する項目を増やして考えてみます。
とりあえず身近なところ年賀状にも使えそうな内容だと

名前、郵便番号、住所、電話番号、FAX、メールアドレス、性別、生年月日、メモ…

これぐらいしか浮かびませんでした（－－；；うむむ

年賀状程度であればであれば[性別]は要らないんですけど、画面でどうやって入力するか見てもらうには丁度よいので、要らないだろうと思いましたけど追加しました。
この情報を入力する画面、検索する画面を作ります。

3. データベースファイルを作る

まずは、Accessの新規データベースを作るところからですね。
メニューバーから、[ファイル]→[新規作成]をクリックします。
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4. テーブルを作る
面倒かもしれないですけど、画面を作り始める前に、入力する内容を「どんな状態で保存するか」ってことを決めます、つまりテーブルを作るってことです（＾―＾
このサンプルでは、名前、郵便番号、住所、電話番号、FAX、メールアドレス、性別、生年月日、メモ

という項目を画面から入力するので、それぞれのデータ型（数値型とか文字列型、文字数とか）を決めます。

とりあえず、こんな感じにしました。

【テーブル名：tm01_Kokyaku】　主キー：tm01_KokyakuCode
	No
	項目名
	TBLでの項目名
	データ型
	説明

	1
	顧客コード
	tm01_KokyakuCode
	数値（長整数）
	①主キーがないとプログラムからデータを扱いづらいので、顧客コードとして項目を追加しました。
②オートナンバー型は後々の修正や機能追加で苦労するので使いません。

	2
	顧客名
	tm01_KokyakuName
	文字列（40）
	会社名とか入力することも考慮し４０文字にしました。

	3
	フリガナ
	tm01_Furigana
	文字列（40）
	検索するときにカタカナで検索できないと不便なので追加しました。画面で入力するときは、フリガナを自動的に入力支援するように設定するので、入力の手間はそれほど掛からないと思います。

	4
	郵便番号
	tm01_Yubin
	文字列（7）
	〒XXX-XXXXと定型入力させるので7桁でOkです。

	5
	住所１
	tm01_Address1
	文字列（40）
	①長い住所（アパート、マンションなど）を考慮し、住所を２つに分けました。

②DMなど印刷するときに、

住所１：○○県○○○市○○○１－２－３

住所２：△△△△マンション　３F

こんな感じで見栄えもよく２行に分けて印刷することができます。

	6
	住所２
	tm01_Address2
	文字列（40）
	

	7
	電話番号
	tm01_Tel
	文字列（12）
	電話番号は地域によって市外局番の長さが違うので定型入力できません

なので - を含めて12文字にしました。

	8
	FAX
	tm01_Fax
	文字列（12）
	

	9
	メールアドレス
	tm01_Mail
	文字列（40）
	少し長く入力できるように40文字にしました。

	10
	性別
	tm01_Seibetsu
	数値（整数）
	数値型で1=男性、2=女性と保存されるようにします。

	11
	生年月日
	tm01_Birthday
	日付
	05/01/02の形式で入力します。

	12
	メモ
	tm01_Memo
	メモ
	①「ペットの名前：ほにゃほにゃ太郎」とか「12/5 デート」などメモとして文章を多く入力できるように項目を追加しました。

②個人的には、メモ型は文字数が決められないので、印刷するときにレイアウトで悩むんですよ・・・　あんまり使いたくない（－－：：


補足
●数値型、文字列型の後ろの（）はフィールドサイズです。文字列（40）の場合は、文字列型でフィールドサイズが40です。
●テーブル名にマスタはtm、削除してもいいような作業用はtwなど、テーブル名を見てわかるようにしています。

●tmの後の番号は、テーブルごとの連番です。とりあえず1から順番に重複しないようにすればOKです。このサンプルではテーブルが１つですけど、テーブルがいくつもあるプログラムでは、それぞれに関連する項目を持ちますよね。

例えば「売上テーブル」とか「商品マスタテーブル」とか

この時、売上テーブルから商品マスタテーブルの商品名を参照するテーブル構造だった場合

＜売上テーブル＞

売上No

売上日

商品コード

数量

単価

金額

＜商品マスタテーブル＞

商品コード

商品名

単位

こんな感じになります。

で、これをクエリーで「売上テーブルから商品マスタテーブルの商品名を参照する」クエリーを作ったときに[商品コード]が売上テーブル、商品マスタテーブルのどっちにもあって、わかりづらいですよね。
売上テーブル.商品コードと書けばいいんですけど、単にこれが面倒なんでtm01とか番号をつけて項目名が重複しないようにしただけです。
VBAで項目名をプログラムに書くときに間違いもなくなりますから、この方法をお勧めします。（－－；；　更新されないと思ったらマスタ側の項目だった・・・（何度もあります）
●Accessは項目名に日本語OKなんですが、VBAのコードにした時に読みにくいのと、売上高月間とか月間売上高とか項目名がごちゃごちゃになりやすいので、あえて英数表記にしています。文字化けの原因にもなるので、あまり日本語表記はお勧めしないです。
実際に作ったテーブルはこんな感じです。
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データベースウィンドウでは、こんな感じです。
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5. フォームを作る前の準備

サンプルプログラムと一緒に用意しているモジュールをインポートします。このモジュールを使って、フォームを簡単に作成します。
【モジュールをインポートする手順】
１．メニューバーから[ファイル]→[外部データの取り込み]→[インポート]をクリック
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２．準備.mdbを選択し[インポート]をクリック
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３．[モジュール]タブをクリック、modUtilityを選択し[OK]をクリック
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6. 顧客情報の入力画面を作る

ここから実際にフォームを作成します。

下の画面が、出来上がりの画面イメージです。
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どうでしょうか、それらしく見えると思いますけど・・・(^―^;;
配色・配置に気を使っているので慣れるまでは大変ですけど、これくらいの画面であれば30分かからずに作れるようになると思います。

1． 新しいフォームを作る

まずは、新規フォームを作るところからですね。
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[image: image10.png]



何にも無いフォームが表示されます、なんか寂しい感じですけど(^―^;;
とりあえず、フォームにきちんとした名前を付けて保存します。
ツールバーの「保存」ボタンをクリックします。
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これで新しいフォームが追加されました。
これだけだとフォーム名がわかりにくいので、
テーブルの時と同じ手順でフォームに説明を書くと下の画面の様になります。
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【手順】

①フォーム名を選択

②右クリック→プロパティ

③[説明]に顧客入力と入力

④[OK]をクリック
2． レコードソースの設定

この画面で使用するテーブルを設定します。

ここが一番わかりづらいかも(^－^;;　がんばってください

フォームをデザインモードで開きます。
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フォームのプロパティを表示します。
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クエリビルダがこんな感じで表示されます。

[＊]をダブルクリック、[tm01_KokyakuCode]をダブルクリック
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クエリビルダがこんな感じで項目が下に２つ追加されます。

[tm01_KokyakuCode]の「表示」チェックをオフにする
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 [tm01_KokyakuCode]の「並び替え」を昇順にする。
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この状態で設定は終了です。

簡単な内容の説明ですが、

＊は「全ての項目を画面で使います」という意味です。ここでは、作っているフォームでは、tm01_Kokyakuの全項目を使いますということになります。

tm01_KokyakuCodeのチェックをオフにしたのは＊で全項目を使うようになっているため、オンのままだと「tm01_KokyakuCodeを２つ使用します」となるので、それを防ぐためです。

tm01_KokyakuCodeの並び順を昇順にしたのは、並び順を指定しないと、データがバラバラな順序で表示されることもあり、その都度、表示順序が異なるということを防ぐためです。

フリガナ順であれば、tom1_Furiganaに昇順を付けるのですが、tm01_KokyakuCodeにも昇順を設定します。（必ずレコードのキーは並び順に指定します）

3． フォームの外観を整える

フォームの概観（フォームサイズ、ヘッダ、フッタ、配色など）を整えます。
テキストボックスやボタンを配置するような細かい作業の前に、概観を整えた方が修正しやすいです。フォームの大きさが揃っていないと見栄えが悪いので、出来る限りフォームのサイズを統一します。（小さな選択画面などは、統一せずに、その目的にあったサイズにした方がいいです）

フォームの幅を設定
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フォーム ヘッダ／フッターの表示
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ヘッダの高さを設定
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詳細の高さを設定

ヘッダと同様に「詳細」のプロパティで[高さ]を12cmにする

フッターの高さを設定

ヘッダと同様に「フォームフッター」のプロパティで[高さ]を1cmにする

スクローールバーを表示しないように設定
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レコードセレクタを表示しないように設定 
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移動ボタンを表示しないように設定

フォームのプロパティで[移動ボタン]をいいえにする

区切り線を表示しないように設定

フォームのプロパティで[区切り線]をいいえにする

自動中央寄せに設定

フォームのプロパティで[自動中央寄せ]をはいにする

最小化／最大化ボタンを表示しないように設定

フォームのプロパティで[最大化／最小化ボタン]をなしにする

Tabキーで次のレコードに移動しないように設定

フォームのプロパティで[Tabキー移動]をカレントレコードにする

フォームの表題を設定 
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ここまで設定したフォームを表示すると、見た目はこんな感じです。

いらない物がなくなってスッキリしました（＾－＾

[image: image30.png]= BEAT)





4． ヘッダに説明文を表示する
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フォームをデザインモードで開きます
[image: image32.png]e





まずは背景を作ります。

ツールボックスから[四角形]を選択し、適当な大きさでフォームに貼り付けます。
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適当な大きさに貼り付けます。
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貼り付けた四角形のプロパティウィンドウで、以下の設定を行います

①[立体表示]　なし

②[左位置]　0cm

③[幅]　20cm

④[高さ]　0.8cm（設定すると 0.801cmになります）
⑤[背景色]　8421376
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ここまで設定すると、こんな感じです
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背景をヘッダの位置に移動させます
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移動させた後は、こんな感じです
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次にラベルを貼り付けます
[image: image39.png]



適当な大きさに貼り付けます

[image: image40.png]



貼り付けると文字入力になるので「　顧客情報の入力を行ってください」と入力します。

（先頭に全角空白）
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貼り付けたラベルのプロパティウィンドウで、以下の設定を行います

①[左位置]　0cm

②[幅]　20cm

③[高さ]　0.529cm
⑤[前景色]　65535
⑥[フォント名]　ＭＳ ゴシック

⑦[フォントサイズ]　12
ここまで設定すると、こんな感じです
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背景が灰色だとよくわからんですね(^―^；；
これも同じようにヘッダに移動させます。

[image: image43.png]



移動させた後は、ラベルのプロパティウィンドウで[上位置]を0.2cm（実際に設定すると0.199cm）に設定します。

ここまででヘッダの設定は終了です、表示するとこんな感じになります
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5． 入力用コントロールを配置する
ようやく入力するテキストボックスを貼り付けるところまできました(^―^;;

ここまでの手順は、一度フォームを作っておけば、コピーで使いまわしできるので時間短縮できます。（レコードソースは書き換え必要）

それぞれにプロパティを設定すると時間がかかるので、ラベル・テキストボックスを１組作り、それをコピーして他の項目に使いまわしします。

まずは顧客コードのテキストボックスを貼り付けます。

[image: image45.png]



適当な大きさに貼り付けます。
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貼り付けたテキストボックスのプロパティウィンドウで、以下の設定を行います

①[立体表示]　なし

②[境界線スタイル]　実線

③[高さ]　0.501cm（設定すると0.503cmになります）
⑤[前景色]　65535
⑥[フォント名]　ＭＳ ゴシック

⑦[フォントサイズ]　11
ここまで設定すると、こんな感じです

[image: image47.png]



幅は、項目ごとに違うので、まだ適当な大きさでOKです。
次に表題として使うラベルを適当な大きさに貼り付けます。
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「コ ー ド」と入力します。（全角４文字幅に揃えるため空白入れてます）
[image: image49.png]



貼り付けたラベルのプロパティウィンドウで、以下の設定を行います

①[境界線スタイル]　実線

②[高さ]　0.501cm（設定すると0.503cmになります）
③[前景色]　16777215
④[背景色]　6723891
⑤[文字配置]　中央

⑥[幅]　2.645cm（実際に設定すると2.646cmになります）

幅はここまで細かくなくてもOkです3cmとか

⑦[フォント名]　ＭＳ ゴシック

⑧[フォントサイズ]　11
ここまで設定すると、こんな感じです
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作ったラベルとテキストボックスを、大体の位置に移動させます（重ならないように）
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ラベルとテキストボックスをピッタリとくっつけます。

ラベルとテキストボックスを[Shift]キーを押しながらクリックし、選択状態にします。
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メニューバーから[書式]→[配置]→[上]を選択後、

メニューバーから[書式]→[配置]→[左]を選択する。
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すると、こんな感じでピッタリとくっつきます。

[image: image54.png]



[配置]の[上]や[左]はよく使うので、簡単な説明をしときます。
[上]を選ぶと選択したものの一番上にあわせてピッタリ上にくっつきます。
[左]を選ぶと選択したものの一番左にあわせてピッタリ左ににくっつきます。

残りの項目は、この[配置]を使って全項目を一度にピッタリくっつけます。
そのために、まずはラベルとテキストボックスをコピー＆貼り付けを１１回繰り返し、それぞれが重ならないように配置してください。
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これを[配置]でピッタリくっつけます。

するとこんな感じになります。

[image: image56.png]B BEAT





真ん中に寄りすぎでいるので、全体的に左の方に移動します。

マウスで何も無いところをクリックし、マウスを上げないままテキストボックスが納まる様に範囲指定をすると、簡単に全ての項目を選択状態にできます。
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このまま左の方に移動させます。
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上から順にラベルの表題を変更、不要なラベルを削除します。
（１）「コ ー ド」
（２）「顧 客 名」
（３）「フリガナ」
（４）「郵便番号」
（５）「住　　所」
（６）「」　←　不要なので削除します
（７）「電話番号」
（８）「FAX 番号」
（９）「ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ」
（10）「性　　別」
（11）「生年月日」

（12）「メモ」　←　メモのラベルの幅は後で変更するので全角４文字にあわせなくてもOKです

ここまで設定すると、こんな感じです
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住所のラベルに隙間ができると見栄えが悪いので、住所の行の高さを２行分に変更します。
ラベル「住所」のプロパティウィンドウから[高さ]を1.005cmに変更します。

変更後はこんな感じです。
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次は、テキストボックスの幅を、それぞれの項目に適した長さに設定します。

テキストボックスを選択し、右真ん中の選択マークを使って右側にサイズ変更すると、ステータスバーに文字数が表示されます。

わかりづらいので、簡単なイメージです
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広げていくと・・・
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幅を小さくする場合は、この逆です。（文字数が少なくなります）

この文字数ですが、10文字と表示されても、ギリギリ収まる10文字～余裕で収まる10文字まで、文字数は10のままで表されます。

なので10文字の幅にあわせたい時は、11文字と表示された所から小さく調整し10文字になった位置がバッチリ収まるサイズです。

例：どっちも文字数が10の幅です。
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表示すると

[image: image64.png]&
>

123456789
1234567890





なので、作る時は大きい方にあわせます。

文字数のあわせ方を説明しましたので、それぞれの項目の幅を文字数に適したサイズに修正してください。文字数はテーブルで定義したフィールドサイズにあわせています。

また、不要な項目を削除します。

（１）コード　5文字
（２）顧客名　40文字
（３）フリガナ　40文字
（４）郵便番号　8文字（－が間に入るので7+1で8文字）
（５）住所１　40文字
（６）住所２　40文字
（７）電話番号　12文字
（８）FAX 番号　12文字
（９）ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　40文字
（10）性別　←　テキストボックスでは入力しないので削除
（11）生年月日　12文字（yyyy/mm/ddの書式で10文字ですが、12文字の電話番号に揃えました）
（12）メモ　40文字（40文字が一番長いので、その文字数にあわせました）

ここまで設定すると、こんな感じです
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表示させると、こんな感じです

[image: image66.png]._
B
e

BB
ain o

A-A7H )

L3 Al

*%HAB
{E





ようやく画面らしくなってきました(^―^
性別用のグループフレームを作ります。
[image: image67.png]



こんな感じで、どっちか選ぶボタンです。

ウィザードを使うとプロパティの意味がわからないと思うので、ここでも使いません。

ウィザードボタンをオフにしといてください。
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で、グループフレームを作ります。

[image: image70.png]



適当な大きさに貼り付けます。
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貼り付けたグループフレームのプロパティウィンドウで、以下の設定を行います

①[立体表示]　なし

②[高さ]　0.501cm（設定すると0.503cmになります）

③[幅]は電話番号の幅と同じ値にします
④[背景色]　16777215
ここまで設定すると、こんな感じです
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グループフレームを性別の位置に移動させます。（配置を使えば簡単です）
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グループフレーム内に男性、女性のオプションボタンを追加します。

[image: image74.png]



性別のグループフレーム内に貼り付けます。
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同様に、もう一つオプションボタンを貼り付けます。

こんな感じです、性別グループフレームのサイズが崩れますけど、

気にしない（^―^;;　後で整えます
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貼り付けした１つ目のオプションボタンのプロパティウィンドウで、以下の設定を行います。

①[立体表示]　なし

②[オプション値]が1になっていなければ 1 に変更

貼り付けした１つ目のオプションボタンにくっついている、ラベルのプロパティウィンドウで、以下の設定を行います。

①[表題]　 男性
②[フォント名]　 ＭＳ ゴシック

③[フォントサイズ]　10 

続いて、２つ目のオプションボタンを設定します。
貼り付けした２つ目のオプションボタンのプロパティウィンドウで、以下の設定を行います。

①[立体表示]　なし

②[オプション値]が2になっていなければ 2 に変更

貼り付けした2つ目のオプションボタンにくっついている、ラベルのプロパティウィンドウで、以下の設定を行います。

①[表題]　 女性
②[フォント名]　 ＭＳ ゴシック

③[フォントサイズ]　10 

ここまで設定すると、こんな感じです

性別のグループフレームもそうですが、男性、女性もバラバラです（－－；；
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とりあえず、男性、女性の幅を短くし、グループフレームの左側に移動させます

こんな感じになります
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性別のグループフレームの高さ、幅を整えます。
グループフレームのプロパティウィンドウで、以下の設定を行います

①[高さ]　0.501cm（設定すると0.503cmになります）

②[幅]は電話番号の幅と同じ値にします
性別のグループフレームが微妙に揃わない時は、中のオプションボタン、オプションボタンにくっついているラベルを小さくするか、移動させて枠に収まるようにすると、そのサイズまでグループフレームも小さくできます。

ここまで設定すると、こんな感じです

[image: image79.png]



入力用コントロールは、これで終了です。

表示させるとこんな感じです
ようやくフォームらしくなってきました（＾―＾
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6． 入力用コントロールにコントロールソースを設定する
ここまでくれば、あとは楽です（＾―＾

それぞれの入力項目にコントロールソース（テーブルの項目名）を設定します。

「コード」のテキストボックスのプロパティウィンドウで、以下の設定を行います

①[コントロールソース]　 tm01_KokyakuCode
②[名前]　txtKokyakuCode
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これを全入力項目に行います。

それぞれの項目のコントロールソース、名前は次の様に設定します。

	項目
	コントロールソース
	名前

	顧客名
	tm01_KokyakuName
	txtKokyakuName

	フリガナ
	tm01_Furigana
	txtFurigana

	郵便番号
	tm01_Yubin
	txtYubin

	住所１
	tm01_Address1
	txtAddress1


	住所２
	tm01_Address2
	txtAddress2

	電話番号
	tm01_Tel
	txtTel

	FAX番号
	tm01_Fax
	txtFax

	メールアドレス
	tm01_Mail
	txtMail

	性別
	tm01_Seibetsu
	grpSeibetsu

	生年月日
	tm01_Birthday
	txtBirthday

	メモ
	tm01_Memo
	txtMemo


ここまで設定すると、こんな感じです
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表示すると、入力できるので、フォームとしても使えます
タブ順とか、漢字モードとか未設定なので、まだ使い勝手は悪いですけど(^―^;;
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7． タブ順を設定する
画面の上から順序良く入力したいので、タブ順を設定します。

タブオーダーウィンドウでもいいんですけど、プロパティウィンドウから設定します。

コードのタブ順を0にする（タブ順は0から開始なので）
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同様に、全入力項目にタブ順を設定します。
	項目
	タブ移動順

	顧客名
	2

	フリガナ
	3

	郵便番号
	4

	住所１
	5

	住所２
	6

	電話番号
	7

	FAX番号
	8

	メールアドレス
	9

	性別
	10

	生年月日
	11

	メモ
	12


8． キー項目に自動的に番号を設定する
ここまでで、ある程度は動かせる状態になってますけど、コードを手入力しないといけないので、重複したり、0のままだったりと何かとエラーの原因になるので、自動で番号を設定し入力させないようにします。
テキストボックス「コード」のプロパティウィンドウで[規定値]を

=NullToValue(DMax("tm01_KokyakuCode","tm01_Kokyaku"),0)+1
と設定します。
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=NullToValue(DMax("tm01_KokyakuCode","tm01_Kokyaku"),0)+1
この式の意味は「テーブル[tm01_Kokyaku]の[tm01_KokyakuCode]から最大値を取得（データが無い時は0として取得）後、+1した値を設定する」
これだけで、自動的に番号が最大値+1で設定されるのですが、手入力で変更されると意味がありません。なので、コードを入力できないようにします。

テキストボックス「コード」のプロパティウィンドウで以下の様に設定します。

①[使用可能]　いいえ

②[編集ロック]　はい

③[背景色]　 13434828
入力できない項目は背景色を変えた方がわかりやすいので、背景色を緑色に変更しています。
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ここまでの状態で表示すると、こんな感じです
[image: image87.png]



[PageUp]キーで次のレコードに移動できます。新規レコードに移動すると自動的に番号が設定されています。
9． 漢字モードを設定する

だいぶ入力しやすくなってきましたけど、漢字の切り替えがされていないので、住所では漢字をオン、電話番号では漢字をオフに手動で切り替える必要があります。面倒なので、これを自動で切り替わる様に設定します。

顧客名のIME入力モードを「ひらがな」に設定します。
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同様に、全入力項目にIME入力モードを設定します。

	項目
	IME入力モード

	フリガナ
	半角カタカナ

	郵便番号
	オフ

	住所１
	ひらがな

	住所２
	ひらがな

	電話番号
	オフ

	FAX番号
	オフ

	メールアドレス
	オフ

	性別
	（設定できません）

	生年月日
	オフ

	メモ
	ひらがな


オフではなく「使用不可」を設定すると、他の項目に移った時に漢字入力が元に戻らない事があるので、使用不可は使わない方がいいです。
10． 書式・定型入力を設定する
郵便番号や生年月日を入力する時に定型入力を設定します。入力が楽になるだけでなく、間違いも少なくなります。

郵便番号の定型入力を000\-0000に設定します。
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生年月日の定型入力を9999\/99\/99;0;_に設定します。
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生年月日の書式をyyyy/mm/ddに設定します。
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11． フリガナコントロールを設定する
顧客名を入力した後に、フリガナを入力するのは二度手間なので、自動的にフリガナが入力できるようにします。名前を入力後にフリガナが設定されるので、
フリガナを修正することを考慮すれば、名前→フリガナの順番でタブが移動する方がよいと思います。そのため、画
面では名前の下にフリガナを配置していますが、昔はフリガナを上に配置しタブ順だけ名前→フリガナとしたこともありました。実際に使ってみるとタブ順がわかりづらいので、今はこの形にしています。
（見た目はすぐに慣れますが、動きはちょっと慣れにくいのかもしれません）

顧客名のフリガナコントロールを設定します。
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12． 全体的なデザインの調整
ここまで設定すれば、画面は使えるものになっています。この段階でも見栄えを整えてみるといいと思います。
必要な項目とその他の項目を分けてみました。

こんな感じはどうでしょう(^－^；；　メモの改行がわかりづらいのでラベルで書きました
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13． ボタンの配置
いよいよボタンです。プログラムって感じになってきました、

まだVBAコードは書きませんけど(^―^;;

[image: image94.png]



フォームのフッタにボタンを作成します。
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作成したボタンのプロパティウィンドウで以下の設定を行います。
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作成したボタン３つを選択し、プロパティウィンドウ

①[高さ]　0.7cm
②[幅]　3cm

③[フォント名]　MS　ゴシック
④[フォントサイズ]　11
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ここまで設定すると、こんな感じになります
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このボタンをコピー＆ペーストして、あと２つ追加します。
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それぞれのボタンに表題、名前を設定します。
	表題
	名前

	新規入力
	cmdNewRecord

	削除
	cmdDel

	閉じる
	cmdClose


それぞれのボタンを左右に配置します。位置は好みがあるので指定しませんが、閉じるが右側で、新規入力は左側の方が見やすいと思います。（上位置だけは、全て揃えます）

参考までに
	ボタン
	左位置
	上位置

	新規入力
	0.199cm
	0.199cm

	削除
	3.413cm
	0.199cm

	閉じる
	16.899cm
	0.199cm


ここまでできると、画面の見栄えは完成です。

表示させるとこんな感じです
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14． VBAコードの記述
最後にVBAコードを書きます。これで新規入力や削除のボタンが動きます。
まず準備としてフォームのプロパティウィンドウでキーボードイベントを取得するように設定します。
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「はい」に設定すると、テキストボックスやオプションボタンでのイベントよりも前にフォームのイベントが発生します。このプロパティとフォームのエラー時イベントを使って、画面の入力エラーメッセージを、フォームのイベントで一括管理できます。

フォームのエラー時イベントに

    'ﾌｫｰﾑｴﾗｰの取得

    Response = FormatCHK(DataErr)
を貼り付ける。

これで入力エラーのメッセージがわかりやすく表示されるようになります。（日付のエラーなど）
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新規入力ボタンのクリックイベントに、

'新規入力

Call NewRec

DoCmd.GoToControl "txtKokyakuName”
を貼り付ける。

これで、新規レコードへの移動、カーソルを顧客名に移動するようになります。
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削除ボタンのクリックイベントに、

    '########## [削除] ##########

    'ﾚｺｰﾄﾞの保存

    Call SaveRec

    'ﾚｺｰﾄﾞの削除

    If MsgDel("顧客", Me![txtKokyakuCode], NullToSpace(Me![txtKokyakuName]), 0, 0, Me.NewRecord, Me) = True Then

    End If

を貼り付けます。

これで、顧客が削除できるようになります。
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削除ボタンをクリックすると
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確認画面が表示されます。[はい]を選ぶと削除されますが、[いいえ]を選択すると削除されません。

閉じるボタンのクリックイベントに

    '閉じる

    DoCmd.Close
貼り付ける。
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これでVBAコードは全て終了です。

実は、VBAコードが一番時間かからないんですよ（＾―＾　配置や色が時間かかる

ここまでで、顧客入力画面はきちんと動きます。

表示させると、こんな感じです
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7. 顧客の一覧画面を作る

顧客を検索するための一覧画面を作ります。
画面は帳票形式のフォームでもいいんですけど、今回は簡単にリストボックスで作ります。

完成のイメージは、こんな感じです
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1． 新しいフォームを作る

手順は一緒なので、詳しい説明は省きます。

フォーム名：fm_KokyakuList
説明：顧客一覧

でフォームを作ってください。
2． レコードソースの設定

今回はリストボックスを使って顧客情報を表示させるので、レコードソースの設定は不要です。

3． フォームの外観を整える

手順は一緒なので、詳しい説明は省きます。

フォームの表題：顧客一覧

4． ヘッダに説明文を表示する

手順は一緒なので、詳しい説明は省きます。

説明文：顧客情報を検索します
5． 入力用コントロールを配置する

テキストボックスを作成する手順は一緒なので、リストボックスを作成する手順のみ説明します。

テキストボックスまで貼り付けた状態です、

多少、枠線を付けて見栄えを整えてます、ボタンを付けてますけど
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これにリストボックスを貼り付けます。
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適当な大きさに貼り付けます。

こんな感じです
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貼り付けたリストボックスのプロパティウィンドウで、以下の設定を行います

①[値集合ソース]　 SELECT [tm01_Kokyaku].[tm01_KokyakuCode] AS コード, [tm01_Kokyaku].[tm01_KokyakuName] AS 顧客名, [tm01_Kokyaku].[tm01_Address1] AS 住所, [tm01_Kokyaku].[tm01_Tel] AS 電話番号 FROM tm01_Kokyaku ORDER BY [tm01_Kokyaku].[tm01_Furigana], [tm01_Kokyaku].[tm01_KokyakuCode];

②[列数]　4

③[列見出し]　はい
④[列幅]　1.508cm;5cm;8cm
⑤[連結列]　1

⑥[幅]　 19.099cm
⑦[高さ]　8.907cm（高さは見やすければOKなので、自由に設定してください）
⑧[立体表示]　なし

⑨[フォント名]　ＭＳ ゴシック

⑩[フォントサイズ]　11

⑪[名前]　 lstKokyakuCode
ここまで設定すると、こんな感じです
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どうでしょうか、それらしく見えると思います（＾―＾；；

6． 入力用コントロールにコントロールソースを設定する

今回はリストボックスを使って顧客情報を表示させるので、レコードソースの設定は不要です。

7． タブ順を設定する

検索項目しか入力がないのですが、タブ順を設定します。
	項目
	タブ移動順

	txtFurigana
	0

	txtTel
	1

	lstKokyakuCode
	2


8． キー項目に自動的に番号を設定する

この画面から何かテーブルにデータを追加する事はないので、この設定は不要です。

9． 漢字モードを設定する

手順は一緒なので、詳しい説明は省きます。

以下の設定でIME入力モードを設定します。

	項目
	IME入力モード

	フリガナ
	半角カタカナ

	電話番号
	オフ


10． 書式・定型入力を設定する

フリガナ、電話番号に書式・定型入力を設定する必要がないため、この設定は不要です。
11． フリガナコントロールを設定する

この画面では、フリガナコントロールを使う必要がないので、この設定は不要です。

12． 全体的なデザインの調整

入力画面と同様に、見栄えを整えます。枠を付けたり、幅・高さを広くするなど

13． ボタンの配置

入力画面と同様に、ボタンを配置します。
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ボタンの高さ、幅、フォントサイズなどは入力画面と同じです。）
表題、名前は以下内容で設定します。

	ボタン
	表題
	名前

	新規入力
	新規入力
	cmbNewRecord

	修正
	修　正
	cmdEdit

	閉じる
	閉じる
	cmdClose


ボタンの左位置は入力画面と揃えた方が、入力画面を表示した時に変な違和感（ボタンの微妙に位置

が違う）を感じなくなります。
14． VBAコードの記述

ここでも入力画面と同じ様に[キーボードイベントを取得する]を「はい」に設定し、フォームのエラー時イベントに

    'ﾌｫｰﾑｴﾗｰの取得

    Response = FormatCHK(DataErr)
を貼り付けます。

ここからが、一覧画面のプログラムです。

新規入力ボタンのクリック時イベントに

    '新規入力

    DoCmd.OpenForm "fm_Kokyaku", , , , acFormAdd
を貼り付けます。
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修正ボタンのクリックイベントに

    '/// 修正 ///

    '選択ﾁｪｯｸ

    If IsNull(Me![lstKokyakuCode]) Then

        Exit Sub

    End If

    'ﾌｫｰﾑを開く

    DoCmd.OpenForm "fm_Kokyaku", acNormal, , "tm01_KokyakuCode = " & Me![lstKokyakuCode]
を貼り付けます。
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閉じるボタンのクリックイベントに

    '閉じる

    Application.Quit
貼り付ける。
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これでボタンは動きます（＾―＾

あとは、検索ですね・・・
これはちょっと複雑なので、とりあえずコピー＆ペーストで貼り付けて、動きを見ながら意味を理解するのがいいと思います。

作ろうとするVBAコードは、

フリガナ、電話番号が入力されていれば、それを条件としてリストボックスの値集合ソースを更新する、入力されていなければ全てのデータを表示します。

では、VBAのコードを表示（どこでもいいです）、画面の一番下に

Private Sub subSetFiler()

    Dim strWhere    As String

    '変数の初期設定

    strWhere = ""

    'ﾌﾘｶﾞﾅを部分一致で検索

    If IsNull(Me![txtFurigana]) <> True Then

        If strWhere <> "" Then

            strWhere = strWhere & " And "

        End If

        strWhere = strWhere & "tm01_Kokyaku.tm01_Furigana Like '*" & Me![txtFurigana] & "*'"

    End If

    '電話番号を部分一致で検索

    If IsNull(Me![txtTel]) <> True Then

        If strWhere <> "" Then

            strWhere = strWhere & " And "

        End If

        strWhere = strWhere & "tm01_Kokyaku.tm01_Tel Like '*" & Me![txtTel] & "*'"

    End If

    'Where文字列の加工

    If strWhere <> "" Then

        strWhere = "Where " & strWhere

    End If

    'ﾘｽﾄﾎﾞｯｸｽﾉ値集合ｿｰｽ更新

    Me![lstKokyakuCode] = Null

    Me![lstKokyakuCode].RowSource = "SELECT [tm01_Kokyaku].[tm01_KokyakuCode] AS コード, [tm01_Kokyaku].[tm01_KokyakuName] AS 顧客名, [tm01_Kokyaku].[tm01_Address1] AS 住所, [tm01_Kokyaku].[tm01_Tel] AS 電話番号 " & _

                                    "FROM tm01_Kokyaku " & _

                                    strWhere & " " & _

                                    "ORDER BY [tm01_Kokyaku].[tm01_Furigana], [tm01_Kokyaku].[tm01_KokyakuCode]"

    Me![lstKokyakuCode].Requery

End Sub
を貼り付けます。
フリガナの更新後処理イベントと電話番号の更新後処理イベント、フォームの読み込み時イベントに、

    '絞り込み

    Call subSetFiler
を貼り付けます。
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ここまでで、検索も動く様になっているのですが、

リストボックスの値集合ソースは、このVBAコードにてフォームの読み込み時に設定するようにしたので、プロパティから値集合ソースを消します。

リストボックスのプロパティウィンドウで [値集合ソース]を消します。
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ちょっと動かしてみます。
まず表示してすぐの状態です、３件データ登録してるので3件表示されます
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フリガナで「ｼﾞﾛ」と入力すると
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田中二郎だけが表示されます。

他にｼﾞﾛとフリガナに付くデータがあれば、そのデータも表示されます。

例えば、ﾀﾅｶｺｼﾞﾛｳとか

電話番号も同じで。今回はフリガナと電話番号を複合して検索できる様にしているので、

フリガナが「ｼﾞﾛ」を含み、電話番号に「1234」を含んだデータを検索、といった使い方もできます。

検索を解除するには、入力した文字を消してください。

8. 一覧画面と入力画面の同期

同期と書くと難しそうですが、例えば・・・

一覧から顧客入力画面を表示して佐藤さんを追加します。

入力画面を閉じて一覧に戻ると・・・　佐藤さんは一覧に表示されてないんですよ（－－；；
何でかといえば、一覧画面のリストボックスは、佐藤さんを入力する前の状態でデータを表示しているので、でてこないのが当たり前なんですけどね

同様に、削除の時も同じです。入力画面で削除しても一覧には残って見えるなど

入力画面でデータを追加、削除したら、同じ様に一覧も追加、削除されるようにするように、VBAコードを書きます。

まずは、削除ですね

顧客入力画面の削除ボタンのクリックイベントを

    '########## [削除] ##########

    'ﾚｺｰﾄﾞの保存

    Call SaveRec

    'ﾚｺｰﾄﾞの削除

    If MsgDel("顧客", Me![txtKokyakuCode], NullToSpace(Me![txtKokyakuName]), 0, 0, Me.NewRecord, Me) = True Then

        Forms![fm_KokyakuList]![lstKokyakuCode] = Null
        DoCmd.Close

    End If
この様に修正します。

削除したらリストボックスを非選択にした後、画面を閉じるようにしました。
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顧客入力画面のフォームの閉じる時イベントに、

    '一覧画面が表示されていればﾘｽﾄﾎﾞｯｸｽを再表示する

    If FormLoadCheck("fm_KokyakuList") = True Then

        Forms![fm_KokyakuList]![lstKokyakuCode].Requery

    End If
を貼り付けます。

画面を閉じる時に一覧画面が表示されていれば、リストボックスを再表示するようにしました。
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これで新規入力したデータ、削除したデータが一覧に反映されます（＾―＾

9. アプリケーションの設定

ここまで作れば、一覧画面から一連の操作ができるので、プログラムも完成なのですが、せっかくなら自動的に一覧画面が表示されると、アプリケーションっぽいですよね。

まずは、準備としてマクロを作成します。

何も変更せずに[保存]ボタンで名前をma_MenuBarとして保存してください。
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次に、データベースウィンドウの
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表示されたメニューから起動時の設定を選択
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こんな感じで画面が表示されます
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この様に修正し[OK]をクリックします
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これで、自動的に一覧画面が表示されるようになりました。

早速、Accessを終了させてmdbを開くと

こんな感じになります
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一覧を自動起動させずに、データベースウィンドウを表示させたい時は、 [Shift]キーを押しっぱなしにしてmdbを開いてください。

これで、完成です。(^―^　おつかれさまでした

もし、プログラムを動かして「レコードをXX件削除します」といった確認が表示される時は、Accessのオプション設定で消せるんですけど、あんまり変えたくない場合は

フォームの開く時イベントに

    '確認ﾒｯｾｰｼﾞの非表示

    DoCmd.SetWarnings False
を貼り付けてください。

10. あとがき

とりあえず、サンプルプログラムの１つ目なので、できるだけ簡単に作れるもにしました。一覧画面も帳票形式のものでもよかったのですが、再表示が面倒なので簡単なリストボックスにしています。

これからは、このサンプルプログラムに「郵便番号検索」や「顧客の趣味を入力」など拡張するためのサンプルや、売上管理、請求管理といった別のサンプルも作っていきたいと思います。

現在、ホームページ公開中です、今のところサンプルファイルだけしかないですけど（＾―＾；；

近いうちに、掲示板とか出来たら、質問にも答えられるので、作れたらいいなぁと思ってます。

どこか、無料で使いやすい掲示板ないですかね（－－；；
ホームページ

http://accessaccess.gozaru.jp/
ちなみに、このサンプル作るのは30分掛かりませんでしたけど、手順書作りながらAccess動かしていると、嫌になるくらいAccessが異常終了しました（T―T

みなさんも、気をつけた方がいいかもです

これからもサンプルや手順書は見やすく手を加えていきますので、これからもよろしくです。

2005/05/27　あぷる

項目名と


その内容を書きました





主キー





[詳細]ビューにすると説明が表示されます。


この方が見やすいです





[説明]にテーブル名を書きました。


【手順】


①テーブル名を選択


②右クリック→プロパティ


③[説明]に顧客と入力


④[OK]をクリック





①これをクリック








②[modUtility]をクリック





①[モジュール]タブをクリック





②[OK]クリック


　わかりやすい場所に名前を付けて保存します。








③[OK]をクリック





①[フォーム]をクリック





②[新規作成]をクリック





 [OK]をクリック





このボタン（フロッピー）をクリック





フォーム1を fm_Kokyaku に書き換える





[OK]をクリック





ここ（縦目盛と横目盛りの交点）をダブルクリック





右のプロパティウィンドウが表示される


プロパティウィンドウのタイトルが「フォーム」になっていればOK





レコードソースの「．．．」をクリック





[追加]をクリック





[*]をダブルクリック





[tm01_KokyakuCode]をダブルクリック





このチェックをオフにする





①この部分にカーソルをあわせる


②コンボボックスから「昇順」を選択





フォームのプロパティで


幅を20cmにする





メニューバーから[表示]→


[ﾌｫｰﾑ ﾍｯﾀﾞｰ/ﾌｯﾀｰ]にチェックを付ける





フォームヘッダーのプロパティで


高さ1cmにする





フォームのプロパティで


スクロールをなしにする





フォームのプロパティで


レコードセレクタをいいえにする





フォームのプロパティで


表題に 顧客入力 と入力します





この部分を作ります


（背景の色、文章）





このボタンをクリック





ヘッダの上の位置にドラッグします





このボタンをクリック





このボタンをクリック


（ウィザードが表示されたら[キャンセル]をクリック）





このラベルはいらないので削除します





選択すると選択マークが付きます





この右側の位置でドラッグすると





ステータスバーに、文字数が表示されます





文字数が大きくなります





文字数10で一番小さいサイズ





文字数10で一番大きいサイズ





小さい方は切れてます（－－；；





このボタンをクリック





杖がへこんでる状態


これがオン





杖がへこんでない状態


これがオフ





このラベルはいらないので


削除します





これがグループフレームです





このボタンをクリック





この中に貼り付け





このプロパティを表示する





名前、コントロールソースを変更する





タブ移動順を変更する





このプロパティを表示する





ここに


=NullToValue(DMax("tm01_KokyakuCode","tm01_Kokyaku"),0)+1


を貼り付けます








使用可能、編集ロック、背景色を変更します








このプロパティを表示する








[IME入力モード]をひらがなに設定する








[定型入力] を000\-0000に設定する








このプロパティを表示する








[定型入力] を9999\/99\/99;0;_に設定する








このプロパティを表示する








[書式] をyyyy/mm/ddに設定する








このプロパティを表示する








[ふりがな] をtxtFuriganaに設定する








このプロパティを表示する








このボタンをクリック





高さ、幅、フォント名、フォントサイズを変更します





キーボードイベント取得をはいに変更します





このボタンをクリック





このラベルはいらないので削除します





このボタンを作成します





リストが未選択の時は処理を中断させてます。


何かメッセージを出したいときは


Exit Subの前にMsgBoxを追加してください。





[値集合ソース]を消します。


消すのはここだけです





この行を追加しました





何も入力せずに保存する





これを選択





この辺りで右クリック





不要なメニューバーが消えます


（バーは残ってますけど、使えません）





顧客管理システムと表示されます





ステータスバーも表示されなくなります





自動的に一覧画面が表示されます
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